
遠隔地にあるPCをリモートコントロ

ールする機能がWindowsのOS標準機能

として最初に搭載されたのは、Windows

NT 4.0 Terminal Server Editionである。

その後Windows 2000 Serverで「ターミ

ナルサービス」と呼称が変わり、さらに

Windows XP ProfessionalやWindows

Server 2003では「リモートデスクトッ

プ」となった。当初は、サーバで実行し

ているアプリケーションの画面をクラ

イアントで表示するという「サーバベー

スコンピューティング」や「シンクライ

アント」に近いイメージの使われ方だ

った。しかし最近では、「サーバの遠隔

メンテナンス」や「リモートでのサポー

ト」といった、文字通りリモートコント

ロール色の強い使い方が一般的だ。

Windows XPのリモートコントロール

機能は、さすがに3代目なので必要最低

限の機能はほぼ網羅されており、操作

される側でできるほとんどのことが操

作する側でもできる（画面1）。遠隔操

作でMicrosoft Updateを適用したりPC

を再起動したりできるので、データセ

ンターやハウジング業者などにサーバ

を預けている場合でも、現地に赴かな

くても容易にメンテナンスができる。

操作する側のOSもWindowsやMac OS

X用であればマイクロソフトが提供し

ているし、Linuxであれば「rdesktop」コ

マンドでWindowsマシンをリモートコ

ントロールできるといった具合だ。

とはいえ、使っているうちに「こうい

う機能があれば」や「こういう使い方が

できれば」と感じるのも事実である。た

とえばリモートデスクトップでは複数

のサーバを同時に遠隔操作できない。

ある特定のファイルを複数のサーバに

いっせいに送りたい場合でも、一台一

台接続を切り替えないといけないのだ。

ヘルプデスク的な使い方をしたい場合

でも、操作される側の画面はログオフ

状態になるので、どうやって問題を解

決したのかわからない。

そこで今回は、商用リモートコント

ロールソフト※の「LAPLINK 12」、「pc

Anywhere 12.0」、「NetSupport Manager

v9.5」の3本に注目した。まずはリモー

トコントロールソフトの基本的な部分

をおさらいしつつ、Windows XPのリモ
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Windows XP Professionalに標準搭載され、その便利さから一躍メジャ

ーな存在になったリモートデスクトップ機能。とはいえ、OS標準のためそ

れほど多機能とはいえないのが本音である。そこで今回は、商用のリモー

トコントロールソフトに注目してみた。

標準機能で満足できるか？

文・浅田知広、編集部

市販ソフトならここまでできる！

※商用ソフトに限らず、フリーのリモートコントロールソフトもある。中で
もメジャーなのは「VNC」の流れを汲む「Real VNC（http://www.realvnc
.com/）」で、日本語化パッチも配布されている。Webブラウザ経由で遠隔

操作することもできるなど、完成度は非常に高い。

画面1●Windows XPのリモートデスクトッ
プ。最低限のことはできるので、これで満足して
いるユーザーも多い
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ートデスクトップ機能と商用ソフトと

の共通点を見ていこう。

リモートコントロール機能の基本は、

ネットワークの先にある「操作される

側」のPCの画面を、手元の「操作する

側」のPCに表示することだ。以前は操

作される側の画面全体を秒間何コマと

いう間隔でキャプチャしたものを圧縮

して送信し、パラパラ漫画風に表示し

ていた。その後、画面上に変化があっ

た箇所だけ転送する「差分転送方式」が

主流になり、ディスプレイドライバと

連携することで「画面を書き換える際

に使われたコマンドだけを抽出して転

送する」という方法が採られるようにな

った。このおかげで、ネットワークの帯

域をそれほど消費せず、ローカルの操

作感覚と変わらない動きを実現してい

るのだ。

ただ、リモートコントロールするアプ

リケーションによって画面が乱れるな

どの相性が出る場合があるという。ま

た、同時に複数のリモートコントロー

ルソフトを実行することも避けた方が

よい。ネットワークアプリケーション的

には、使用ポートが異なるので問題な

いが、ディスプレイドライバと連携す

る際に衝突する可能性があるからだ。

リモート操作しているPCと操作され

ているPCの間でリソースが共有できる

のも、リモートコントロールソフトの

魅力の1つだ。たとえばリモートデスク

トップやpcAnywhereは、操作される側

のPCで文書などを作成して、それをそ

のまま手元のプリンタに出力できる（図

1上）。加えてLAPLINKでは、操作する

側のアプリケーションの出力を操作さ

れる側のプリンタに送ることもできる

（図1下）。

これらが便利なのは、ソフトをイン

ストールするPCの台数が最小限で済む

点だ。リモートでつながっているので

あれば、LAN経由でもインターネット

経由でもデータを転送して印刷すれば

よいと思うだろう。しかし、このデー

タを扱えるソフトが片方にしかない場

合、もう片方ではデータが開けない。

仮に双方にソフトがあっても、プリン

タが共有できればわざわざデータを転

送する手間が省けるというわけだ。

以上、ここまでが今回取り上げたソ

フトとリモートデスクトップの共通点

だ。ここからは各ソフトのセールスポ

イントを見ていこう。

LAPLINK 12（以下LAPLINK）は、「ま

いと～くFAX」に代表される通信関連

のソフトの老舗であるインターコムの

製品だ（画面2）。初期の頃のLAPLINK

は、2台のPC間でファイルやフォルダを

転送したり同期したりするためのソフ

トだった。最近ではリモートコントロ

ール機能が中心になっているが、フォ

ルダの同期機能もきちんと残っている。

LAPLINKでは、操作される側を「ホ

スト」と呼び、操作する側を「ゲスト」

と呼ぶ（表1）。LAPLINKの特徴は、ホ
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操作される側のPCから手元のプリンタに出力できる

操作する側のPC

プリンタ 

操作される側のPC
出力 

アプリケーションから出力実行 

操作する側のPC

プリンタ 

操作される側のPC
出力 

アプリケーションから出力実行 

操作する側のPCにしかないアプリケーションの出力を遠隔地に届けられる 

図1●プリンタ共有でできること

画面2●LAPLINKで操作中の画面。プログラム
はホストとゲストの区別がなく、1ライセンスで
ホストにもゲストにもなれる

画面の書き換えはコマンドで
アプリケーション不要の
リソース共有

インターコム
「LAPLINK 12」

操作する側 操作される側

リモートデスクトップ クライアント ホスト

pcAnywhere 12.0 リモート ホスト

NetSupport Manager v9.5 コントロール クライアント

LAPLINK 12 ゲスト ホスト
表1●役割と呼び名の対応




